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カルソニックカンセイのサステナビリティレポートが環境コミュニケーション大賞優良賞受賞 

 

【2019年 2月 21日、さいたま】カルソニックカンセイ株式会社（本社：さいたま市北区、社長：ベダ・

ボルゼニウス）は、環境省と一般財団法人 地球・人間環境フォーラムが主催し、優れた環境コミュニケ

ーションを表彰する「第 22回 環境コミュニケーション大賞」にて「環境報告書部門優良賞」を受賞しまし

た。 

「環境報告書部門優良賞」は、環境配慮経営に意欲的に取り組んでいる事業者の報告書や、わかりや

すい情報の開示がなされている報告書など、他の模範としてふさわしい情報の開示を進めている報告書

が表彰されるものです。 

カルソニックカンセイは、2000 年より環境報告書を発行し、2015 年からは「サステナビリティレポート」とし

て、環境含む CSR 全般の活動を報告しています。今回受賞対象となったのは 2017 年度の活動を報

告した「サステナビリティレポート 2018」です。ステークホルダーの皆さまが必要な情報にアクセスしやすくす

るため、詳細情報をウェブサイトで、ダイジェスト版を冊子および PDF形式で発行しています。 

カルソニックカンセイは今後も、社会要請に応えるために CSR 取り組みを推進していくとともに、ステークホ

ルダーの皆さまとの対話に努めていきます。 

環境コミュニケーション大賞主催者講評 

「SBT に基づき 2016 年度比 30 年度 35%減、50 年度 90%減の CO2削減目標を設定しており、

SDGs との対応も明示している。ダイジェスト版の見やすさは好例となるものである。2021 中計ドメインの

1 つがエネルギー効率と環境性能で、環境・社会面の価値創造と事業戦略の関連性、注力ドメインへの

取組姿勢、グローバル社員のコミットもうまく示している。 

一方でマテリアリティマップ図は課題のマッピングがなく、分析内容が不明で図が活きていない。データの開

示は充実しており KPI バウンダリーも明示しているので、第三者保証に取り組むことが次の課題ではある

が、「なし」と明記している点は好印象である」 

環境省ウェブサイト 

以上 

 
「第 22回 環境コミュニケーション大賞」表彰式 

（2019年 2月 20日 品川プリンスホテル） 

左より、あきもと司環境副大臣、グローバルコミュニケーション部部長 熊谷  

https://www.calsonickansei.co.jp/csr/
https://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/report.html


                           
トピックス 

 

＜カルソニックカンセイ株式会社について＞ 

カルソニックカンセイは日本を本拠地にグローバルで自動車部品を提供しています。世界 15 カ国に広がる生産

および研究開発の拠点で 22,678 名*の従業員を擁する、世界中の自動車関連企業の重要なパートナーで

あり、世界トップクラスの自動車メーカーから信頼を得るサプライヤーです。カルソニックカンセイは、工場、実験

研究センター、研究開発センターおよび本社を含む全ての拠点において、ISO 14001（環境マネジメントシス

テム）を取得しています。また、全ての工場において、IATF 16949（自動車産業品質マネジメントシステム）

を 取 得 し て い ま す 。 カ ル ソ ニ ッ ク カ ン セ イ 株 式 会 社 に 関 す る 詳 細 情 報 は ウ ェ ブ サ イ ト

www.calsonickansei.co.jp をご覧ください。 

*2018年 3月時点。連結従業員数。 

 

 

＜お問合せ先＞ 

カルソニックカンセイ株式会社 

グローバルコミュニケーション部 

電話 048-660-2161 


